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　今や国民の半分が何らかのがんに罹患する時代になっています。様々な治
療が開発されていますが、どれも治療に伴う副作用が生じます。体力のある
患者さんには手術や抗がん剤など負担のかかる治療が可能ですが、高齢で
体力の低下した患者さんには強い治療を行うことは困難でした。放射線治療
は負担の少ない治療法ですが、治療を分割して行うため、治療期間が長い
という弱点がありました。放射線治療の弱点を克服し、負担を少なくがん病
変だけを攻撃する方法として、ホウ素を用いた中性子捕捉療法が注目されて
います。これは放射線である中性子とホウ素の反応を用いてがん病変を攻撃
する方法ですが、がん病変だけにホウ素を届けるのが困難でした。そこでが
ん病変によく集まるペプチドを用いてホウ素を効果的に届ける薬を開発し、新
たな中性子捕捉療法を開発しました。
　この治療ではわずか 2 回の中性子治療で高い抗がん効果を得ることがで
きました。

　この治療はがん病変だけを高精度で狙い撃ちできるので、患者さんの生活の質（QOL）
を落とさず治療できる可能性があります。そのため手術ができないような高齢の患者さんや
転移のある患者さんにも応用できます。実用化にはまだ時間が必要ですが、一日も早く患
者さんにお届けできるよう研究に取り組んでまいります。
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